
芸術監督選定プロセスの詳細開示を求める声明

新国立劇場運営財団は６月３０日、オペラ、舞踊、演劇の次期芸術監督を発表しました。

演劇については、「６月２３日の理事会では鵜山監督の続投を主張する声もあったが、遠

山敦子理事長に一任となった」と、報道されていますが、採決が不可能だった理事会の審

議過程そのものを問題視する意見が出ています。また、芸術監督の選任について、選考委

員会に差し戻すこともなく、なぜ理事長に一任するという異例な結果になったのかも不明瞭

なままです。

７月１日付読売新聞、７月７日付朝日新聞、７月８日付毎日新聞でも指摘されているように、

財団執行部が進めた今回の芸術監督交代については、各方面から疑問の声が上がってお

り、選考委員会、理事会で正常に検討、議決されたとは思えません。

芸術監督選びのプロセスを曖昧にしようとする財団執行部のやり方は、芸術監督制度と

芸術家を著しく軽視する行為であり、決して見過ごすことはできません。

私たちは、ここに強く抗議するとともに、今後このようなことが繰り返されないためにも、芸

術監督選定の手続を明らかにすることを要求します。
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